
2022年8⽉17⽇∼20⽇の3泊4⽇、
セルラス⻘少年サマーキャンプが、
⻑野県の宿泊施設で開催されました! 
⼩3∼⼤学⽣の⻘少年や海外からの
留学⽣が参加しました。
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でも中学生の今、それすらも受け身だったと
感じたので、今回のキャンプでは「自分が
楽しむ」ということはそのままで、さらに

「周りの⼈も楽しめる」キャンプにする
ことを目標にしました。

1.⾃分が楽しむだけじゃない！
�１年前までは、キャンプに参加する

目標も自分が「楽しむ！」でした。
自分が楽しそうにしていれば周りも
一緒に楽しんでくれると思っていた
し実際そうだったと思います。
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今⽇は中2⼥⼦の
キャンプの感想を
紹介します♪



2.そのためには…

それから、前は何かやるときも、
それをやる意味なんて考えずに
ただ動いていただけでした。
でも今回は

「何のためにこのプログラムはあるんだっけ？」

「こういうことがおこるのはどうして？」
を考えるようになりました。

でも私だけがこのような目標をもっていたわけでは
なく、参加した人全員が相手の気持ちを考えようと
いう意識をもっていました！　
それは、このキャンプの準備会を何度も行って、
話し合うなかで、一人一人が自然に自分の目標や
やる気を作っていったからだと思います。

というのを常に考えることが必要でした。
そうしたら、

誰かがすごく笑顔になった瞬間
とか

何か⾒つけた瞬間、

成⻑が⾒えた瞬間
がすごくうれしかったんです。

今この⼈のために何ができるか??

みんなが今してほしいことは何??

本当に⾃分の⼈⽣が
⼀気に深まった気がします！



 
3.だから何語でもあっという間にできる!!

本当に

「ひとりはみんなのために　みんなはひとりのために」
を心の底から体感できたキャンプでした。
セルラスはどんどん進化していて、学校のようにひとつの正解で
満足するわけじゃないのがすごくいいと思います。
今回のキャンプの体験も、いろんなピアザで話して
自分の体験の意味も新しく見つけ続けていきたいです。

そして
何を言っても受け入れてくれて、
どんな自分もさらけ出せる、
最高の仲間ができました。

そしてこういう仲間たちと
いっしょにいると、
ロールプレイでもどんどん
自分の口からことばが出てきて、
何語でもあっという間に
できると思いました。

自分が話しているとき、
全員が自分と

⽬を合わせてくれるんです。
それって、

最⾼に幸せな気分です。
だから、グループタイムも、
プレゼンも、
ロールプレイも
すべてめちゃくちゃ
楽しかったです。

そういう⼈たちが集まると

どうなると思いますか？？


